
氏名 丸田　健

通信教育部担当科目 ・人間学Ⅰ

【学内活動】
（学内職歴を含む）

就職委員会、キャリア教育委員会、初年次教育ワーキンググループ 委員、国際交流委員会委
員。
ソフトテニス部、硬式庭球部、野外活動愛好会 顧問。

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

教養科目の講義（哲学・思想関連）を主に担当。授業の工夫としては、①教養科目に求められる、
幅広いトピックを取り上げるよう努力している；②特にコロナ禍における（互いの顔の見えない）Web
授業では、内容を効果的に伝えるために教材作成に時間をかけている。

大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻博士後期課程単位取得退学

MPhil (Wales)、博士（人間科学、大阪大学）

哲学、人間学

最終学歴

【研究上の特記事項】
①後期ヴィトゲンシュタイン哲学（特に彼の「心理学の哲学」の領域）の研究を行っている。
②「物」という問題系から人間を捉えることも試みている。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本哲学会、関西哲学会、科学基礎論学会、日本科学哲学会

ヴィトゲンシュタイン研究、「人と物」研究

学部担当科目

・哲学・思想Ⅰ
・哲学・思想Ⅱ（一）（二）
・倫理学（一）（二）
・人間学Ⅰ（一）（二）
・人間学Ⅱ（一）（二）
・現代社会と哲学（一）（二）
・現代社会と倫理（一）（二）
・人間論Ⅷ
・基礎演習Ⅰ

授業科目



単独

単独

共訳

日本科学哲学会（第53
回大会）

ウィトゲンシュタイン研
究会（第70回）

2021年1月

2020年10月

ミネルヴァ書房2020年10月

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

『哲学探究』第二部の位置付けに関す
る発表。

上記発表の改訂版。

①

②

①R.グッディン『緑の政治理論』

③

環境政治思想の基本テキストとなって
いる文献の翻訳。

③

（学会発表）

（学術論文）

③

③

（その他）

②

②「意味と理解――『哲学探求』
のギャップに寄せて」

①「意味と理解――後期ヴィト
ゲンシュタイン解釈のために」

②


